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五城目町観光PRキャラクター
だまこちゃん

今月のひとコマ

合格へ向け一致団結！
１月22日、この春受験に挑む五城目第一中学校３年生の激励会が行われました。
激励会では、参加した地域の方々や企業が合格祈願の品を用意。伊藤萬治郎
さんからせんべいと鉢巻き、㈱あったか五城目からパンと鉛筆が、八木下真全さん
からお守りがそれぞれ生徒に贈られました。激励を受けた生徒たちは、みなさん
からのエールに応え、全員が一丸となって受験に挑むことを誓いました。
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本町を拠点として、ドローン操縦の研修㊤
や、女性を対象としたＩＣＴ機器測量研修㊦
などが行われています。

スリーアイバード社で取り扱っている、
GPS機能を使い、自動操縦で農薬等を
散布できるドローン

授与式に出席した、（左から）日本建設機械施工協会東北支部（JCMA）の鈴木委員長、
株式会社スリーアイバード講師の石井さん、小林県建設部長、赤羽国土交通大臣、渡邉
町長、県建設業協会の荒川専務理事、JCMAの小薬顧問
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昨年12月に、町役場で第１回策定審議会を実施

【基本的方向】
新たな仕事の創出、事業者に対する多面的な支援、起業
者に対する継続した支援などを行い、雇用創出や起業者
の増加を目指す。
【具体的な事業】
◉ものづくり支援事業　◉事業所改修等支援事業
◉新規雇用企業等支援事業（農林業関係）　◉雇用定着企
業等支援事業　◉ふるさと納税推進事業　◉ドチャベン
活動支援事業　◉地域づくり人材等支援事業

【基本的方向】
男女の出会いから結婚・出産・子育てまで切れ目のない
支援を行うほか、各々の子育てステージにおける不安の
解消や経済的負担の軽減を図り、出生数の増加を目指
す。
【具体的な事業】
◉福祉医療助成制度拡充事業　◉保育料助成制度拡充事
業　◉結婚・子育て支援パッケージ事業　◉グローバル
人材育成事業　

【基本的方向】
首都圏等に居住しながらも、町の活性化施策に興味をも
つ「関係人口」との交流を図るほか、教育留学による短
期移住の機会を創出するなど、移住者の増加を目指す。
【具体的な事業】
◉関係人口創出事業　◉教育留学推進事業　◉空き家情
報発信事業　◉移住・定住促進イベント事業　◉姉妹都
市交流事業　◉移住支援金給付事業

【基本的方向】
集落機能を維持させるため、複数の集落を単位として地
域全体の将来をデザインする「コミュニティ生活圏」の
形成を推進するとともに、地域づくりを行う人材の育成
を目指す。
【具体的な事業】
◉コミュニティビジネス支援事業　◉コミュニティ生活
圏形成事業　◉地域公共交通維持発展事業　◉コミュニ
ティ・スクール推進事業　

基本目標①　しごとづくり

基本目標③　少子化対策

基本目標②　移住・定住対策

基本目標④　地域づくり

　町では、人口減少を克服し雇用の創出や地域活性化を図るための指針
として、平成27年度に「五城目町まち・ひと・しごと創生総合戦略」
を策定し、様々な施策に取り組んでいます。
　現在は、来年度からの５年間を計画期間とする第２期総合戦略の策定
を進めており、その内容を調査及び審議していただくため策定審議会を
立ち上げ、子育て世代や金融機関、商工会、農業者、町内企業、社会福
祉協議会、大学、秋田県から15名の方々を委員に委嘱しました。

第２期総合戦略　骨子案の概要を公表します

　町を元気にするために、これからどのような取り組みが
必要なのか、一緒に考えてみませんか。
　申し込みは不要で、どなたでもご参加できます。
▶日　時　２月７日㈮　午後６時～午後８時30分
▶場　所　役場２階　正庁
※子ども預かり対応します。（役場１階保健室）

お問い合わせ　町まちづくり課（☎852・5361）
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あったか鍋＆食べ物コーナー（売り切れ次第終了）
9：30〜	 ❶	新開発「だまこそば」
	 ❷	懐かしい味「きゃのこ汁」	
10：00〜	 ❸	旬のタラがたっぷり「タラ鍋」
	 ❹	五城目名物「だまこ鍋」
11：00〜	 ❺	餅つきの実演と無料提供

同時開催イベント
9：00〜		 ◉	ごじょうめ朝市plus+
	 ❻	五城目職人物産展
	 ❼	JAF秋田支部イベント
　　　	 ❽	箱ぞり無料貸出
	 ❾	酒蔵開放
10：00〜	 ❿	ミニ雪まつり

旬のタラがたっぷり入った「タラ鍋」や、
昔懐かしい具だくさんの「きゃのこ汁」、新
開発「だまこそば」、五城目名物「だまこ鍋」
などの鍋料理が朝市通りに出店します。
そのほか、餅つきの体験と無料提供、ミニ
雪まつり、福禄寿酒造の酒蔵開放などのイベ
ントや、「箱ぞり」の無料貸出を行います。
　当日は「ごじょうめ朝市plus+」も同時開催
します。
皆さまのご来場をお待ちしています。

お問い合わせ
町商工振興課（☎852・5222）

■ 健 診 ■
３日㈪　３歳児健康診査
　対象　　平成28年６月８日〜30日生まれ
　　　平成28年７月、８月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分	 　場所　　役場１階保健室
27日㈭　乳児健康診査（４・７・10か月児）
　対象　　平成31年４月生まれ、令和元年７月、10月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分	 　場所　　役場１階保健室
28日㈮　１歳児健康診査
　対象　　平成31年１月、２月生まれ
　受付　　10時〜10時30分	 　場所　　役場１階保健室

■ そ の 他 ■
10日㈪・25日㈫　母子健康手帳の交付
　受付　　９時〜15時	 　場所　　健康福祉課
※	指定日以外で交付を希望される方は、事前にご連絡ください。

お問い合わせ　もりやまこども園内
こどもの木（☎852・3805） お問い合わせ　町健康福祉課（☎852・5180）

令和元年９月に実施した婦人病（子宮頸がん、乳がん）
集団検診を受診されなかった方向けに、各医療機関で個
別検診を実施しています。期間は２月29日㈯までです。▲

対象となる方
・子宮頸がん検診 ……	20歳以上の方
・乳がん検診 …………	40歳以上の方
※	今年度の無料クーポン券対象の方には、昨年６月に
クーポン券を送付しています。▲

受診の際は
・�下記の実施医療機関に直接予約し、受診してください。
・健康保険証を忘れずに持参してください。
・受診料は各1,000円です。
※	各医療機関で受診できる日が異なります。詳細は直接
お問い合わせください。
※	無料クーポン券対象の方は、券を持参で無料となります。

【実施医療機関一覧】
⃝乳がん・子宮がん検診
秋田厚生医療センター ☎880・3013
能代厚生医療センター ☎0185・52・3111
JCHO（ジェイコー）秋田病院 ☎0185・52・3271

⃝乳がん検診のみ 
藤 原 記 念 病 院 ☎878・3131
いなば御所野乳腺クリニック ☎838・1785
あきた駅前内科外科クリニック ☎837・6500
はしづめクリニック ☎883・3388
⃝子宮がん検診のみ
中 通 総 合 病 院 ☎833・1122
川 原 医 院 ☎833・4868
清水産婦人科クリニック ☎893・5655
御野場たなかレディースクリニック ☎874・8100
みゆきレディースクリニック ☎884・7088
山王レディースクリニック ☎862・2110
並 木 ク リ ニ ッ ク ☎846・1231
はりう産婦人科・内科クリニック ☎832・6663
藤盛レディーズクリニック ☎884・3939
土崎レディースクリニック ☎880・1565
あきたレディースクリニック安田 ☎857・4055
かおりレディスクリニック ☎866・8352
市 立 秋 田 総 合 病 院 ☎823・4171
たかはしレディースクリニック ☎0185・55・0033
関口レディースクリニック ☎0185・53・5121
成 田 産 婦 人 科 医 院 ☎0185・52・3317

▶利用時間　月曜日〜金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前９時〜午後３時30分

「わんパーク」２月の日程
▶２月 3日㈪　豆まき会をしよう！
▶２月14日㈮　	入園準備相談会（こども園入園にあ

たり、分からないこと・不安なこと
等がありましたら、どうぞ！）

　　　　　　　ベビーマッサージ⑤（１月から延期）
▶２月26日㈬　ひな飾りを作ろう、２月の誕生会
　　　　　　　リフレッシュ親子体操（１月から延期）

※準備の都合のため、事前予約をお願いします。
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五城目小学校改築工事は、本年10月の完成
を目指して進め、本年度は全体の３割が完成
することとなっています。
今のところ、降雪も少なく、工事は順調に
進捗しています。
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１階の壁面型枠と外部足場が立っています。
１階の高さが見えてきました。

体育館からの通路部分。
左側はトイレなどのスペースです。

お問い合わせ　町健康福祉課（☎852・5180）
　　　　　　　　秋田中央保健所（☎855・5170）

お申し込み
五城目朝市わくわく盛り上げ隊！
（　wakuwakumoriage＠gmail.com）

町では、がん治療に伴うウィッグ（かつら）または乳房補正具
などを使用している方に、医療用補正具の購入費用の一部を助成
しています。▲

対象となる方
　以下のすべてに該当する方が対象です。
　・�申請日時点で五城目町に住所があり現に居住している方
　・�がん治療に伴い脱毛または乳房を切除し、平成31年４月以降
に補正具を購入した方

　・�秋田県がん患者医療用補正具助成事業の承認決定を受けてい
る方▲

助成内容
　・�助成対象となる補正具は、ウィッグと乳房補正具とし、１人
当たりそれぞれ１個に限ります。

　・�助成限度額はウィッグ２万円、乳房補正具１万円です。▲

申請に必要な書類
　先に県で実施している助成事業に申請し承認決定を受けてから
下記の書類をそろえ、町に申請してください。
　❶�五城目町がん患者医療用補正具購入費助成金交付申請書
　❷��がん治療を受けていることが分かる書類の写し
　❸��購入した補正具の領収書の写し
　❹��秋田県がん患者医療用補正具助成事業承認決定書の写し
　※�❶の申請書は、町健康福祉課にあります。❷と❸について
は、県に提出した書類と同一のものが望ましいです。▲

申請期限　３月31日㈫▲

申 請 先　町健康福祉課

婦人科の病気や健診の大切さについ
て、現役医師の２人がお答えします。▲

日　　時　２月22日㈯
　　　　　　午後３時～午後５時▲

会　　場　いちカフェ（朝市通り）▲

演　　題　�「なぜ大切？乳がん検診
と婦人科健診」「乳腺領域
と婦人科領域とQ＆A」▲

講　　師　�稲葉亨さん（いなば御所
野乳腺クリニック院
長）、安田師仁さん（あ
きたレディースクリニッ
ク安田院長）▲

対　　象　女性（男性も可）▲

定　　員　30人（先着）▲

参 加 費　無料▲

主　　催　�五城目朝市わくわく盛り
上げ隊！▲

申し込み　�以下のメールアドレスへ
お申し込みください。

▼立候補予定者説明会
　�　五城目町議会議員一般選挙に立候補を予定している
方はご出席ください。
　・日　　時　２月20日㈭　午後２時～
　・会　　場　役場２階　正庁

▼主な日程
　・告 示 日　３月24日㈫
　・投開票日　３月29日㈰
※�立候補届の受付は、告示日の午前８時30分から午後
５時までです。

▼期日前投票
　・期　　間　３月25日㈬～28日㈯の４日間
　・時　　間　午前８時30分～午後８時
　・場　　所　役場３階　会議室
※�告示日の３月24日㈫は、期日前投票も不在者投票も
できません。
※�五城目町議会議員一般選挙のお知らせは、広報ごじょ
うめ３月号にも掲載します。

任期満了に伴う五城目町議会議員一般選挙を、３月29日㈰に行います。

選挙に関するお問い合わせ　町選挙管理委員会（☎852・5318）

「
４
人
の
ひ
孫
た
ち
に
会
う
の
が
楽
し
み
」
と
⃞
⃞

さ
ん
。
み
ん
な
が
遊
び
に
来
て
く
れ
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
若
い
こ
ろ
は
、
夫
の
仕
事

を
よ
く
手
伝
っ
て
い
た

そ
う
で
、
一
緒
に
建
具

な
ど
を
作
っ
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
。

家
の
中
を
歩
い
て
体

を
動
か
す
こ
と
や
、
な

ん
で
も
よ
く
食
べ
る
こ

と
が
長
寿
の
秘ひ

け
つ訣
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ひ
孫
に
会
う
の
が
楽
し
み

⃞
⃞
⃞
⃞
⃞
さ
ん（
畑
　
町
）

♦90歳を迎えられた方（１月20日現在）
　１月 7日　⃞⃞　⃞⃞さん（東磯ノ目）
　１月10日　⃞⃞⃞⃞⃞さん（畑　　町）
　１月15日　⃞⃞⃞⃞⃞さん（岡本一区）
　１月20日　⃞⃞⃞⃞⃞さん（岡本二区）

お問い合わせ　町商工振興課（☎852・5222）

「湖東３町プレミアム付商品券購入引換
券」または「湖東３町プレミアム付商品券」
をお持ちの方は、期限をご確認のうえ、期
限内に購入・使用いただきますようお願い
します。
本商品券は使用期限を過ぎると、使用で

きませんのでご注意ください。

▶商品券購入期限　令和２年２月28日㈮
▶商品券使用期限　令和２年２月29日㈯

１月20日をもって、商品券担当室を廃
止しました。本商品券の対応は、引き続き
町商工振興課で行います。お問い合わせは、
下記までお願いします。
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所得税・町県民税の
申告相談を、２月７日㈮から
町役場で行います。

お問い合わせ　町税務課（☎852・5144）

税
に
つ
い
て
の
作
文

受
賞
作
品
の
紹
介

五
城
目
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞
受
賞
作
品

私
は
、
あ
る
日
こ
の
よ
う
な

ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。「
二
〇
一

九
年
の
十
月
一
日
に
消
費
税
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。」
こ
の
ニ
ュ
ー
ス

を
見
て
私
は
驚
き
ま
し
た
。
正
直
、

消
費
税
が
上
が
っ
て
し
ま
う
と
、
商

品
の
値
段
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
と
て
も
嫌
で
し
た
。
消
費
税

を
上
げ
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ

る
の
か
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
消
費
税
を
上
げ
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
調
べ
て

み
ま
し
た
。
メ
リ
ッ
ト
は
主
に
二
つ

あ
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
「
社
会
保
障
が
安
定

す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
社
会
保

障
と
は
、
年
金
や
医
療
保
険
、
介
護

保
険
、
生
活
保
護
な
ど
の
こ
と
で

す
。
な
ぜ
社
会
保
障
を
安
定
さ
せ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
そ
れ
は
、

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
原
因
で
、
安
定
し
た
税
収
が
必
要

だ
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。
社
会
保
障

を
安
定
さ
せ
る
と
、
私
た
ち
が
老
人

に
な
っ
た
と
き
に
、
働
か
ず
に
年
金

だ
け
で
安
定
し
た
生
活
が
お
く
れ

る
の
で
す
。

二
つ
目
は
「
世
代
間
の
格
差
が

是
正
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
所
得
税
や
法
人
税
を
現
役

世
代
の
人
達
が
負
担
し
て
い
る
の

に
、
そ
れ
を
高
齢
者
の
社
会
保
障
費

に
使
え
ば
、
現
役
世
代
か
ら
不
満
が

出
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
ま
ま
さ
ら

に
所
得
税
や
法
人
税
を
増
税
す
れ

ば
、
そ
の
不
満
が
さ
ら
に
膨
ら
み
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
若
い
人
も
高
齢
者
も
同
じ

く
負
担
す
る
消
費
税
を
増
税
し
て
、

現
役
世
代
の
不
満
を
減
ら
し
、
世
代

間
の
格
差
を
是
正
さ
せ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
消
費
税
を
８
％

か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る

と
、
意
外
と
た
く
さ
ん
あ
っ
て
驚
き

ま
し
た
。
調
べ
る
前
ま
で
は
、
消
費

税
を
上
げ
る
こ
と
に
対
し
て
少
し

不
満
が
あ
り
ま
し
た
が
、
メ
リ
ッ
ト

を
調
べ
て
み
る
と
、
私
達
の
暮
ら
し

が
豊
か
に
な
る
た
め
の
消
費
税

だ
っ
た
り
、
私
達
の
未
来
の
暮
ら
し

が
明
る
く
な
る
た
め
の
消
費
税
に

な
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
、
消
費
税
が
８
％
か
ら

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は

私
達
、
国
民
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
な

こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
消
費
税
を
は
ら
う
こ

と
は
、
毎
日
あ
る
と
思
う
の
で
、
消

費
税
を
は
ら
う
こ
と
を
嫌
だ
と
思

わ
ず
、
国
の
た
め
、
未
来
の
国
づ
く

り
を
支
え
て
い
く
た
め
だ
と
思
っ

て
は
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、「
令
和
元
年
度
中
学
生
の
税
に

つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
五
城
目
町
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し
た
佐
藤
和わ

か佳
さ

ん
（
五
城
目
第
一
中
学
校
３
年
）
の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

「
国
を
支
え
る
消
費
税
」

五城目第一中学校３年
佐藤　和佳さん

令
和
元
年
分
所
得
税
と
令
和
２
年
度

町
県
民
税
の
申
告
相
談
を
、
２
月

７
日
㈮
か
ら
町
役
場
で
実
施
し
ま
す
。

町
内
ご
と
の
申
告
相
談
日
程
は
９
㌻
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

申
告
が
必
要
な
方  

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
で
本
町
に
住

所
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方
。

▼�

不
動
産
・
営
業
・
農
業
・
一
時
・
雑
所

得
・
譲
渡
所
得
等
が
あ
り
、
所
得
税
に

係
る
確
定
申
告
を
提
出
し
て
し
な
い
方

▼�

給
与
所
得
者
で
、
２
ヶ
所
以
上
か
ら
給

与
を
得
て
い
る
方

▼�

事
業
所
か
ら
の
給
与
支
払
報
告
書
が
町

に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

▼�
令
和
元
年
中
に
中
途
就
ま
た
は
退
職

し
、
所
得
税
の
年
末
調
整
を
し
て
い
な

い
方

▼�

各
種
控
除
を
受
け
る
方
（
年
末
調
整
済

み
の
方
を
含
む
）

▼�

生
命
保
険
の
満
期
返
戻
金
収
入
や
死
亡

保
険
金
等
の
収
入
が
あ
っ
た
方

※�

平
成
31
年
１
月
〜
令
和
元
年
12
月
の
間

に
収
入
が
な
か
っ
た
方
も
、
町
で
は
収

入
の
有
無
を
把
握
で
き
な
い
た
め
、
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

申
告
に
必
要
な
も
の 

❶�

個
人
番
号
が
分
か
る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
）
と
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
や

保
険
証
な
ど
）

※�

本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
は
不
要
で

す
。

❷�

印
鑑

❸�

還
付
金
の
振
込
先
情
報
が
分
か
る
も
の

❹��

所
得
計
算
に
必
要
な
書
類

　
・�

給
与
、
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
や
給

与
支
払
証
明
書

※�

営
業
、
農
業
な
ど
に
よ
る
所
得
が
あ
る

方
は
、
収
入
や
経
費
が
分
か
る
帳
簿
類

や
、
営
業
所
得
計
算
書
、
収
支
内
訳
書

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

❺�

各
種
控
除
に
必
要
な
書
類

　
・�

各
種
保
険
の
保
険
料
控
除
支
払
証
明

書
（
社
会
保
険
、
生
命
保
険
、
地
震

保
険
等
）

　
・��

寄
附
金
の
採
納
証
明
書
ま
た
は
領
収

書
、
受
領
書
な
ど

　
・��

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
を
受
け
る

方
は
配
偶
者
や
被
扶
養
者
の
収
入
金

額
が
分
か
る
書
類

　
・��

障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
障
害
者

手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

　
・��

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
方
は
住
宅
に
係
る
登
記
事
項
証

明
書
、
契
約
書
、
借
入
金
残
高
証
明

書
、
住
ま
い
給
付
金
等
の
補
助
金
関

係
書
類

※�

土
地
や
建
物
の
売
却
や
株
式
等
の
譲
渡

所
得
な
ど
、
内
容
に
よ
っ
て
は
税
務
署

で
の
申
告
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険

料
の
納
付
確
認
書
は
健
康
福
祉
課
、
国

民
健
康
保
険
税
の
納
付
確
認
書
は
税
務

課
で
発
行
し
ま
す
。

 

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

▼�

「
医
療
費
控
除
」
等
の
適
用
を
受
け
る

場
合
は
、
医
療
費
の
領
収
書
の
添
付
ま

た
は
提
示
（
令
和
元
年
分
ま
で
は
可
）

に
代
え
て
次
の
書
類
の
添
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

❶��

医
療
費
控
除

　

�「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
ま
た
は
医

療
保
険
者
等
が
発
行
し
た
医
療
費
通
知

❷��

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　

�「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の

明
細
書
」
の
添
付
と
一
定
の
取
組
を

行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
の

添
付
ま
た
は
提
示

※�

な
お
、「
医
療
費
控
除
」
を
選
択
し
た

場
合
、「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
」を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

 

の
ハ
ガ
キ
に
つ
い
て 　
　

　
税
務
署
か
ら
、
申
告
書
に
代
え
て
「
確

定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
の
ハ
ガ
キ
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　
確
定
申
告
書
の
作
成
に
必
要
な
情
報
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
相
談
の

際
は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

３
月
１
日
㈰
と
８
日
㈰
は

 

申
告
相
談
を
行
い
ま
す　

当
日
の
出
入
り
口
は
役
場
正
面
玄
関

で
、
受
付
時
間
は
通
常
ど
お
り
で
す
。

▶ 相談時間　午前９時〜正午、午後１時〜午後３時（受付時間は午前８時30分〜午後３時）
※３月16日㈪は、午前９時〜正午（受付時間は午前８時30分〜午前11時）
※予備日は、大変混雑しますので、早めの申告相談をお願いします。

日
付
と
曜
日

町　
　
　
内　
　
　
名

五城目地区
２
／
７
金
広
ケ
野
、希
望
ケ
丘
、今
町
、御
蔵
町

小
池
町
、川
原
町
、新
町
、一
番
町

10
月
田
町
、古
川
町
、長
町

12
水
紀
久
栄
町
、新
畑
町
、矢
場
崎
、な
な
く
ら　

13
木
米
沢
町
、畑
町
、仲
町

馬場目地区

14
金
帝
釈
寺
、町
村
、門
前

蓬
内
台
、小
野
台
、平
ノ
下

17
月
寺
庭
、中
村
、水
沢
、恋
地

坊
井
地
、杉
沢
、合
地

富津内地区

18
火
下
山
内
、上
山
内

19
水
富
田
、黒
土（
１
・
２
区
）、小
倉
、八
田

20
木
台
・
御
蔵
下
、脇
乙

落
合
、高
千
、北
北
口

五城目・馬川地区

21
金
築
地
町
、昭
辰
町
、雀
舘

25
火
舘
町
、中
川
原
、下
高
崎
、久
保

26
水
高
崎
、上
高
崎
、舘
越

27
木
岩
野
、樋
口
、上
田
町
、新
里
町

28
金
岩
城
町
、東
磯
ノ
目
、西
磯
ノ
目

日
曜
対
応

３
／
１
日
五
城
目
地
区
、馬
川
地
区
、馬
場
目
地
区

森山地区

２
月
岡
本
一
区
、野
田

３
火
岡
本
二
区
、浦
横
町

４
水
申
告
相
談
休
み

内川地区

5
木
湯
ノ
又（
１
〜
４
区
）、小
川
口

6
金
浅
見
内（
１
〜
６
区
）

日
曜
対
応

8
日
富
津
内
地
区
、内
川
地
区
、大
川
地
区
、森
山
地
区

大川地区

９
月
大
川
１
〜
３
組

10
火
大
川
４
〜
７
組

11
水
石
崎
、谷
地
中
、曙
町

12
木
下
樋
口
、西
野

予備日

13
金
予
備
日
と
し
ま
す
。

16
月

準
備
は
お
早
め
に

申
告
相
談
日
程

会
場
：
町
役
場
４
階
大
会
議
室



千代田区のお友だちが来町
冬の五城目でこども交流会
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１月17日、自衛官募集の功績があったとして、防衛
大臣から本町へ感謝状が贈られ、町役場で大久保正広
自衛隊秋田地方協力本部長（写真左）から渡邉彦兵衛
町長（写真右）へ賞状の伝達が行われました。

本町は、町広報への自衛官募集記事の掲載、ポスター
の掲示や募集対象者情報の提供など、募集基盤強化に
寄与したことの功績が認められました。

1月14日、東京大学・安田講堂で「令和元年度文部
科学大臣優秀教職員表彰式」が行われ、佐藤高行さん

（五城目第一中学校教諭）が「文部科学大臣優秀教職
員表彰」を受けられました。

佐藤さんは、学校教育活動において顕著な成果を挙
げられ、この度の受賞となりました。

自衛官の募集協力に功績
五城目町に防衛大臣感謝状

五一中教諭の佐藤高行さんが
文部科学大臣優秀教職員表彰

１月11日から13日の３日間、町内で「千代田区・五城目
町こども交流会　IN GOJOME 」が行われました。

こども交流会は、本町と東京都千代田区の姉妹提携20周年
を記念して始まったもので、第１回を平成22年に行い、本年
度で10年目を迎えました。

交流会には、五城目小学
校から10人、千代田区内
の小学校から24人の児童
が参加し、科学実験教室や
ホームステイ、雪遊び、調
理体験などを行い、互いの
交流を深めました。

１月17日、五城目消防、秋田市消防、湖東地区消防、男鹿
地区消防の署員らが参加し、町消防本部で「救急スキルアッ
プ研修会」を行いました。

今回の研修会は五城目消防の主催で、講師の奥山学さん（秋
田大学医学部附属病院）が「熱傷～病態生理から学ぶ病院前
救護における注意点～」というテーマで講演を行いました。
その後、意見交換などを行い、署員たちは、救急業務におけ
る熱傷患者への処置などについて理解を深めました。

救命率向上をめざして
救急スキルアップ研修会を開催

参加した署員は、熱傷患者への処置等について、現役の医
師と意見を交わしました。

友愛館グラウンドでの雪遊び（写真上）や、朝市ふれあい
館での調理体験（写真右）などを通じ、交流を深めました。

出初め式には消防関係者113人が出席し、気持ちを新たに防災活動へ取
り組むことを誓い合いました。

沿道の町民が見守る中、下タ町通りを力強く行進する
団員の皆さん

１
月
５
日
、
町
消
防
出
初
め
式

を
朝
市
駐
車
場
、
広
域
五
城
目
体

育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

朝
市
駐
車
場
に
集
合
し
た

１
１
３
人
の
消
防
団
員
ら
は
、
渡

邉
彦
兵
衛
町
長
、
藤
井
好
春
団
長

か
ら
観
閲
を
受
け
、服
装
、姿
勢
、

礼
式
な
ど
の
点
検
を
行
っ
た
後
、

下
タ
町
通
り
や
中
央
線
を
力
強
く

行
進
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
広
域
五
城
目
体
育

館
で
式
典
を
行
い
、
防
災
や
消
防

活
動
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
39
人

と
７
つ
の
分
団
に
表
彰
状
や
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、藤
井
団
長
が
訓
示
を
、

千
葉
與
右
エ
門
副
団
長
が
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
、気
持
ち
を
新
た
に
、

防
災
へ
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

出
初
め
式
で
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

◎
秋
田
県
知
事
表
彰

◆
有　
功　
章

　
石
井
　
　
巧
（
団
本
部
分
団
長
）

　
宮
崎
　
博
之
（
第
５
分
団
副
分
団
長
）

◆
35
年
勤
続
章

　
小
野
　
正
信
（
前
第
４
分
団
分
団
長
）

◆
30
年
勤
続
章

　
小
玉
　
　
司
（
第
４
分
団
部
長
）

　
加
藤
　
　
央
（
第
４
分
団
部
長
）

　
小
野
　
養
一
（
第
４
分
団
班
長
）

　
伊
藤
　
　
護
（
第
５
分
団
部
長
）

　
齊
藤
　
忠
佳
（
第
５
分
団
班
長
）

　
越
高
　
孝
雄
（
第
６
分
団
分
団
長
）

◆
25
年
勤
続
章

　
今
村
　
　
宏
（
第
１
分
団
分
団
長
）

　
北
嶋
　
嘉
雄
（
第
１
分
団
団
員
）

　
御
所
野
文
男
（
第
４
分
団
団
員
）

　
嶋
﨑
　
知
喜（

第
12
・
13
分
団
副
分
団
長
）

◆
20
年
勤
続
章

　
佐
沢
　
祐
也
（
第
１
分
団
部
長
）

　
伊
藤
　
直
志
（
第
８
・
９
分
団
部
長
）

　
椎
名
　
　
均
（
第
８
・
９
分
団
団
員
）

　
浅
野
　
　
真
（
第
12
・
13
分
団
部
長
）

　
舘
岡
　
雅
志（

町
消
防
本
部
消
防
司
令
補
）

◎
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
10
年
勤
続
章

　
原
田
啓
太
郎
（
第
２
・
３
分
団
団
員
）

　
佐
藤
　
良
則
（
第
６
分
団
部
長
）

　
工
藤
　
　
守
（
第
10
・
11
分
団
班
長
）

　
松
橋
　
広
樹
（
第
10
・
11
分
団
団
員
）

　
小
熊
　
博
之
（
第
12
・
13
分
団
団
員
）

◎
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
長
表
彰

◆
優
良
消
防
団
員

　
児
玉
　
寿
彦
（
第
４
分
団
団
員
）

　
宮
川
佐
千
男
（
第
10
・
11
分
団
団
員
）

◆
７
年
勤
続
章

　
宮
川
　
繁
隆
（
第
２
・
３
分
団
班
長
）

　
石
井
　
　
剛
（
第
８
・
９
分
団
団
員
）

◎
町
長
感
謝
状

◆
永
年
勤
続
退
職
者

　
荒
川
　
　
滋
（
前
第
１
分
団
分
団
長
）

　
小
野
　
正
信
（
前
第
４
分
団
分
団
長
）

　
小
玉
　
仁
志
（
前
第
４
分
団
団
員
）

　
石
井
五
兵
衛
（
前
第
６
分
団
分
団
長
）

　
小
玉
　
敏
昭
（
前
第
８
・
９
分
団
班
長
）

　
原
田
　
　
司
（
前
第
８
・
９
分
団
団
員
）

　
佐
藤
　
米
吉（

前
第
12
・
13
分
団
分
団
長
）

◎
町
長
表
彰

◆
５
年
勤
続
章

　
小
玉
　
智
人
（
第
２
・
３
分
団
団
員
）

　
猿
田
　
吉
徳
（
第
２
・
３
分
団
団
員
）

　
平
塚
　
勇
希
（
第
５
分
団
団
員
）

　
小
玉
　
　
満
（
第
６
分
団
団
員
）

　
佐
藤
　
寿
幸
（
第
６
分
団
団
員
）

　
加
賀
屋
　
淳
（
第
10
・
11
分
団
団
員
）

◆
優
良
分
団

　
（�

平
成
31
年
１
月
３
日
～
令
和
２

年
１
月
２
日
ま
で
の
間
無
火
災
）

　
第
１
分
団
、
第
２
・
３
分
団

　
第
４
分
団
、
第
６
分
団

　
第
７
分
団
、
第
８
・
９
分
団

　
第
10
・
11
分
団



（敬称略）

秋田県人権標語コンテスト
　▶優秀賞　　川緑さくら（五城目小５年）

令和元年度男鹿潟上南秋読書感想文コンクール
　▶優秀賞　　佐藤　紅花（五城目一中３年）

令和元年度福祉作文コンクール
　▶最優秀賞　齊藤　　凜（五城目一中３年）

東北電力第45回中学生作文コンクール
　▶秀　賞　　大塚琥太郎（五城目一中２年）

　　　　　　　五城目第一中学校
潟上市新春中学校ソフトテニス大会
　▶優　勝　　五城目一中ソフトテニス部
第60回秋田県児童生徒美術展　平面の部
　▶入　賞　　松澤妃万里（五城目一中１年）

　　　　　　　嶋﨑　雪羽（五城目一中２年）

　　　　　　　江畑　未羽（五城目一中３年）

I spent most  of  my Winter 
b reak  see ing  my fami l y  i n 
California.
I  w a s  v e r y  h a p p y  t o  s e e 
them.
But  leav ing the sunny and 
clear weather, I was worried 
I  wou ld  be  f ro zen  when  I 
got back.
I  was  su rp r i sed  tha t  the re 
was not a lot of snow when I 
came back to Gojome.
I thought the town would be 
covered in white.
But  I  was  ac tua l l y  ab le  to 
skateboard for a few days.
I do enjoy driving on roads 
without snow though.
I f  i t  s tays l ike th is ,  I  might 
even start running again in 
the morning.

冬休みは、カリフォリニアに住
んでいる家族に会いに行きました。
みんなに会えてすごく楽しかった
です。カリフォルニアを離れると
きは快晴でしたが、五城目へ戻っ
たら寒くて凍っているのではない
かと心配していました。

でも、五城目へ戻ってきてみた
ら雪があまりなく、驚きました。

「真っ白い町」ではありません。 
少し前にはスケートボードもでき
ました。「緑の冬」はちょっと悲し
いですが、雪が積もった道路を車
で運転するのは嫌です。こんな天
気が続くのならば、また朝に外を
走ろうかと思っています。
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◆本名：テレンス・ジェームズ・サン
チェズ、誕生日は３月７日◆出身地：
アメリカ合衆国カリフォルニア州サ
ンノゼ◆平成30年８月から町の英語
指導助手（ALT）に着任。趣味はス
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目の好きなスポットは「ネコバリ岩」。
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【
　
短 

　
歌
　
】

敗
れ
た
る
騎
手
の
表
情
を
知
る
馬
か

首
う
な
だ
れ
て
コ
ー
ス
去
り
ゆ
く

	

大
　
川
　
　

小
熊
　
正
明

わ
が
班
に
統と

う
ま
え前
あ
た
り
角
々
に

注
連
縄
を
張
る
人
等
忙
し

	

大
　
川
　
　

工
藤
　
誠
子

信
号
の
笠
に
白
々
積
も
る
雪

進
行
停
止
に
く
り
返
し
染
む

	

浦
横
町
　
　

大
宮
　
一
郎

初
春
に
芽
吹
く
春
待
ち
大こ

と
正
琴
を
弾
く

「
春
よ
こ
い
」の
曲
ひ
た
に
奏
で
る

	

岡
　
本
　
　

大
石
　
政
子

　
【
　
俳 

　
句
　
】

部
屋
仕
切
る
大
き
襖
や
冬
構

	

高
　
千
　
　

小
玉
　
　
悦

木
彫
熊
並
べ
鎮
ま
る
マ
タ
ギ
村

	

湯
ノ
又
　
　

松
橋
テ
ル
子

新
成
人
片
袖
ぬ
い
で
弓
を
引
く

	

八
　
田
　
　

伊
藤
　
豊
子

つ
る
り
ん
と
足
下
と
ら
れ
寒
の
雨

	

畑
　
町
　
　

本
間
　
惠
子

　
【
　
川
　 
柳
　
】

君
の
手
は
君
の
心
の
温
か
さ

	
新
　
町
　
　

大
原
美
ど
り

記
憶
力
わ
た
し
の
中
で
く
ず
れ
出
す

	
広
ケ
野
　
　

佐
々
木
敏
子

い
い
出
会
い
探
し
求
め
て
き
た
振
り
子

	

八
郎
潟
町
　
　

桜
庭
　
湖
風

土
壇
場
で
知
っ
た
女
房
の
底
力

	

畑
　
町
　
　

三
浦
　
春
水

・
鬼
と
い
り
ま
め
／
谷
真
介

・�

ど
ん
な
に
き
み
が
す
き
だ
か

あ
て
て
ご
ら
ん

／
サ
ム・マ
ク
ブ
ラ
ッ
ト
ニ
ィ

・�

日
曜
日
の
王
国
／
日
向
理
恵
子

・�

若
い
読
者
に
贈
る
美
し
い
生
物

学
講
義
／
更
科
功

・�

ラ
イ
オ
ン
の
お
や
つ
／
小
川
糸

・�

志
麻
さ
ん
の
気
軽
に
作
れ
る
極

上
お
や
つ
／
志
麻

※�

新
刊
に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※�

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
図
書
室
は
、午
後

７
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館（
☎
８
５
２
・
４
４
１
１
）

あったか鍋まつり会場で、
ミニ雪まつり「雪上ボーリン
グ大会」を行います。

上位入賞者には豪華賞品を
用意しています。　

▼期　日　２月15日㈯

▼会　場　朝市イベント広場

▼対　象　小学生以下の部　20人、大人の部　10人

▼日　程　9：30〜10：00　受付（朝市イベント広場）
　　　　　10：00〜雪上ボーリング大会
※参加は無料です。事前にお申し込みください。
※雪不足の場合は、カーリング大会に変更します。

お申し込み・お問い合わせ
五城目地区公民館（☎852・4411）

G r e e n  W i n t e r（ 緑 の 冬 ）

町内会で、大型の除雪機が入れない狭い小路などを除排雪する場合（家庭用除雪機などで）も、
「協働のまちづくり事業」の対象となります。
※ 町除排雪計画の都合上、作業前に必ずまちづくり課へご相談ください。
※ 個人敷地の除排雪作業、大型除雪機・重機の借上料やオペレータ賃金は対象外です。

協働のまちづくりに関するお問い合わせ　町まちづくり課（☎852・5342）

地域の道路や公園など、公共施設の維持管理活動を地域の皆さんから作業していただく場合、
必要経費（消耗品、燃料、原材料、借上料など）を町が負担します。

「下山内老人クラブ」
町道沿線の草刈り、清掃作業

「上山内老人クラブ」
町道沿線の草刈り、清掃作業

「森山荘」
町道沿線の草刈り、清掃作業

「谷地中町内会」
町道沿線の草刈り、清掃作業

「富田千寿会」
町道沿線の草刈り、清掃作業

今年も趣味のスケートボードを楽しみ
たいと思います！



町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼のあるま
ちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。
❖交際費の支出状況（12月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

会　費 5件
消防幹部意見交換会、あきぎん会総会、町防犯協会・町
防犯指導隊合同慰労会、酒米研究会総会懇親会、富津内
地区町内会長・町長・五城目町議会議長との懇親会

26,000円

接　遇 1件 来客時お土産 4,000円

その他 4件
町民生児童委員協議会新旧委員歓送迎会、町防犯協会・
町防犯指導隊合同慰労会、農業委員会忘年会、馬場目地
区慰霊祭

20,300円

合 計 10件 50,300円

平成31年４月～令和元年12月の合計 643,501円

3／ 市町村会館管理組合
定例会（秋田市）、町村電
算管理システム共同
事業組合管理者会、山
村・過疎地域振興協議
会理事会、定期総会、
政策研修会（秋田市）

4／ 3月補正予算町長・副
町長査定（役場・５日まで）

6／ 市町村総合事務組合
定例会（秋田市）

10／ 湖東厚生病院運営委
員会（町内）
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地方公務員法などの改正により、令和２年４月から、現
在の臨時的任用職員は、会計年度任用職員制度に移行され
ます。
❶用務員 ････････････････････････････････････････ １人

▼業務内容　 町立学校施設及び敷地の維持業務等（刈払機
による草刈りなど）

▼任用期間　 ４月１日～７月23日（夏休みなど長期休業時
の任用の中断あり）

▼勤務時間　 午前６時～午後４時50分のうち７時間（休憩
１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）889円／時間

▼必要な技術・資格　普通自動車運転免許

▼担 当 課　 町教育委員会学校教育課（☎852・5372）
❷調理員 ････････････････････････････････････････ ２人

▼業務内容　町立学校での給食調理等

▼任用期間　 ４月１日～７月23日（夏休みなど長期休業時
の任用の中断あり）

▼勤務時間　 午前７時～午後４時50分のうち７時間（休憩
１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）889円／時間

▼担 当 課　 町教育委員会学校教育課（☎852・5372）
❸調理員 ････････････････････････････････････････ ４人

▼業務内容　町立学校での給食調理等の補助

▼任用期間　 ４月１日～７月23日（夏休みなどの長期休業
時の任用の中断あり）

▼勤務時間　 学校教育課長が別途指示する日において１日
につき７時間以内（休憩１時間除く）　15時
間／週

▼報酬（給料）889円／時間

▼担 当 課　 町教育委員会学校教育課（☎852・5372）
❹生活支援員（学校） ････････････････････････････ ２人

▼業務内容　 障害のある児童生徒の学校生活サポート等

▼任用期間　 ４月１日～７月23日（夏休みなど長期休業時
の任用の中断あり）

▼勤務時間　 午前８時20分～午後３時30分のうち６時間
（休憩１時間除く）　30時間／週

▼報酬（給料）1,003円／時間

▼担 当 課　 町教育委員会学校教育課（☎852・5372）
❺学習支援員（学校） ････････････････････････････ １人

▼業務内容　児童生徒の学習サポート等

▼任用期間　 ４月１日～７月23日（夏休みなど長期休業時
の任用の中断あり）

▼勤務時間　 午前８時20分～午後３時30分のうち６時間
（休憩１時間除く）　30時間／週

▼報酬（給料）1,203円／時間

▼必要な技術・資格　小学校または中学校の教員免許状

▼担 当 課　 町教育委員会学校教育課（☎852・5372）
❻生活支援員（放課後） ･･････････････････････････ １人

▼業務内容　小学校児童の放課後保育

▼任用期間　 ４月１日～３月31日（夏休みなどの長期休業
時は勤務時間を延長）

▼勤務時間　 午後１時～午後６時30分までのうち５時間　
25時間／週

▼報酬（給料）842円／時間

▼担 当 課　 町教育委員会学校教育課（☎852・5372）
❼生活支援員（放課後） ･･････････････････････････ ３人

▼業務内容　小学校児童の放課後保育の補助
▼任用期間　 ４月１日～３月31日（夏休みなどの長期休業

時は勤務時間を延長）

▼勤務時間　 学校教育課長が別途指示する日において１日
につき５時間以内　15時間／週

▼報酬（給料）842円／時間

▼担 当 課　町教育委員会学校教育課（☎852・5372）
❽学習支援員（放課後） ･･････････････････････････ ３人

▼業務内容　小学校児童の学習支援（放課後）の補助

▼任用期間　 ４月１日～３月31日（夏休みなどの長期休業
時は勤務時間を延長）

▼勤務時間　 学校教育課長が別途指示する日において１日
につき４時間以内　15時間／週

▼報酬（給料）1,128円／時間

▼必要な技術・資格　小学校または中学校の教員免許状

▼担 当 課　町教育委員会学校教育課（☎852・5372）

❾施設管理人（町民センター） ････････････････････ １人

▼業務内容　生涯学習課所管施設の受付業務等

▼任用期間　４月１日～３月31日

▼勤務時間　平日： 午後５時～午後10時までのうち５時間
　　　　　　休日： 午前７時～午後10時までのうち13時間

（休憩２時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）812円／時間

▼担 当 課　 町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）
10施設管理人（公園） ････････････････････････････ １人

▼業務内容　 雀館運動公園周辺の施設維持等（刈払機によ
る草刈りなど）

▼任用期間　４月１日～３月31日

▼勤務時間　 午前７時～午後６時までのうち７時間（休憩
１時間除く）　23.25時間／週

▼報酬（給料）1,050円／時間

▼必要な技術・資格　普通自動車免許

▼担 当 課　 町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）
11清掃作業員 ････････････････････････････････････ １人

▼業務内容　 町民センター、広域五城目体育館と雀館運動
公園周辺の清掃作業

▼任用期間　４月１日～３月31日

▼勤務時間　 午前９時～午後３時までのうち５時間（休憩
１時間除く）　25時間／週

▼報酬（給料）812円／時間

▼担 当 課　 町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）
12事務補助員 ････････････････････････････････････ １人

▼業務内容　健康福祉課所管業務の事務補助

▼任用期間　４月１日～３月31日

▼勤務時間　 午前８時30分～午後４時30分までのうち７時
間（休憩１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）889円／時間

▼必要な技術・資格　 普通自動車運転免許、パソコン操作等

▼担 当 課　 町健康福祉課（☎852・5128）
13介護認定調査員 ････････････････････････････････ １人

▼業務内容　 介護認定（新規・更新・区分変更）申請者へ
の訪問調査と調査票の作成

▼任用期間　４月１日～３月31日

▼勤務時間　 午前８時30分～午後４時30分までのうち７時
間（休憩１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）1,050円／時間

▼必要な技術・資格　普通自動車運転免許、パソコン操作等

▼担 当 課　 町健康福祉課（☎852・5107）

14施設管理人（公園） ････････････････････････････ ２人

▼業務内容　 森山森林公園、町有林の維持管理業務
　　　　　　（チェーンソーによる支障木伐採等）

▼任用期間　４月１日～11月30日

▼勤務時間　 午前８時30分～午後４時30分までのうち７時
間（休憩１時間除く）　35時間／週

▼報酬（給料）1,050円／時間

▼必要な技術・資格　 普通自動車免許

▼担 当 課　町農林振興課（☎852・5233）
15施設管理人（資料館） ･･････････････････････････ ２人

▼業務内容　森林資料館（五城目城）施設管理業務

▼任用期間　 ４月１日～11月30日（１勤務１名体制による
交代勤務）

▼勤務時間　 午前９時～午後５時までのうち７時間（休憩
１時間除く）　28時間／週

▼報酬（給料）889円／時間

▼必要な技術・資格　普通自動車運転免許

▼担 当 課　 町農林振興課（☎852・5233）
16施設管理人（朝市） ････････････････････････････ １人

▼業務内容　 定市場管理運営業務補助（交通規制及び朝市
会場等の管理）

▼任用期間　４月１日～３月31日

▼勤務時間　 定市場が開催される日において午前６時～午
後１時までのうち６時間以内（休憩１時間除
く）　15時間／週

▼報酬（給料）812円／時間

▼必要な技術・資格　普通自動車運転免許

▼担 当 課　町商工振興課（☎852・5222）

お問い合わせ　南秋地域公共交通活性化協議会　事務局　町まちづくり課（☎852・5361）

現在、町で運行している乗合タクシー森山線は、令
和２年４月から八郎潟町乗合タクシーと統合し、また、
新たに大川地区を対象地区に加えて運行します。
森山地区と大川地区に

おいて、順次説明会を開
催するとともに、町広報
３月号で詳細をお伝えし
ます。

▼申込方法　 役場総務課で、募集要項と所定の応募書式
の提供を受け、必要事項を記入のうえ持参
してください。

▼申込期間　 ２月18日㈫まで

▼選考方法　 面接試験を２月28日㈮に実施し採用の可否
を決定します（面接日程は別途通知します）。

▼勤務条件　 詳細については募集要項をご覧になり、疑
問のある点は担当課または役場総務課（☎
852・5332）に電話などで確認してくださ
い。



人権困りごと相談

　人権などの困りごとについて、人権擁護
委員にお気軽にご相談ください。
▶人権困りごとなんでも相談室
　・日　時　２月20日㈭
　　　　　　午後３時〜午後５時
　・会　場　朝市ふれあい館
問 町総務課（☎852・5332）

いっしょに歌いましょう
「うたごえ喫茶」in五城館

　思い出の歌を歌集を見ながら、大合唱し
ませんか。聴くだけでもOKです。
▶日　時　２月16日㈰
　　　　　午後１時30分〜午後３時30分
　　　　　（受付：午後１時〜）
▶会　場　五城館
▶参加料　 1,000円（ケーキとコーヒー

または紅茶のセット、貸出歌集
付き）

▶曲目例　 季節の童謡、懐かしい歌謡曲、
フォークソング、楽しい替え歌
など

▪申・問  五城館（☎852・5300）

キイチゴ研究会報告会を
開催

　町キイチゴ研究会では、秋田県立大学生
の講話と令和元年事業のキイチゴへの取り
組みについて報告会を開催します。
　キイチゴ栽培に興味のある方は、ぜひご
参加ください。
▶日　時　２月17日㈪
　　　　　午後２時〜午後３時50分
▶会　場　町役場２階　正庁
問  キイチゴ研究会事務局（町農林振興課

内　☎852・5215）

国民年金保険料免除等の
申請はお済みですか？

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害
や死亡といった不慮の事態が発生すると、
障害基礎年金や遺族基礎年金を受けられな
い場合があります。
　経済的な理由（失業等）で国民年金保険
料を納付することが困難な場合には、保険
料の納付が免除・猶予となる「保険料免除
制度（全額・一部）」「納付猶予制度（50
歳未満）」、学生の方には「学生納付特例制
度」があります。
　申請時点の２年１か月前の月分までさか
のぼって申請することができますので、希
望される方は町役場の国民年金窓口または
年金事務所でご相談・手続きをしてくださ
い。
問 町住民生活課（☎852・5112）

♪ 琴修会「大正琴」
ひなまつりコンサートを開催

　大正琴を聞きながら、みんなで歌って楽
しんでみませんか。
▶日　時　３月１日㈰
　　　　　午後１時〜午後３時30分
▶会　場　五城館
▶入場料　無料
問  琴修会　舘岡（☎080・1675・8578）、

永井（☎090・7336・5714）

森永料理教室
参加者を募集します

　乳製品を使った簡単な家庭料理の教室を
開催します。
▶日　時　３月11日㈬
　　　　　午前10時〜午後１時
▶会　場　馬川地区公民館
▶参加費　300円（当日集金します）
▶持参品　エプロン、髪のかくれるもの
▶定　員　25人（先着）
▪申・問  馬川地区公民館（☎855・1175）

環境と文化のむら
自然観察会と体験教室

▶日　時　２月16日㈰
　　　　　午前10時〜正午
▶内　容　 「 天然杉でマイはし作りに挑戦」

職人さん直伝！本格素材のは
しを作ろう。

▶会　場　環境と文化のむら（野鳥の森）
※ 参加は無料です。
問  県環境と文化のむら（☎852・2202）

Ｊアラートの全国一斉
情報伝達訓練を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備
え、防災行政無線を使用した情報伝達訓練
を実施します。
▶放送内容　「 これは、Ｊアラートのテス

トです」（３回繰り返し）
　　　　　　「 こちらは、防災五城目広報

です」
※ 最初と最後にチャイムが鳴ります。なお、

Ｊアラートのサイレンは放送しません。
▶日　　時　２月19日㈬　午前11時ころ
※ １時間前の午前10時に訓練実施の予告

放送をします。
※ 全国一斉訓練ですので、五城目町以外の

地域でも様々な手段で情報伝達訓練が行
われます。

問 町住民生活課（☎852・5112）

秋田働き方改革推進支援センター
無料出張相談会

　就業規則の作成方法、労務管理全般の相
談、労働関係助成金の活用などについて、
社会保険労務士が無料でご相談に応じま
す。
▶日　時　２月７日㈮
　　　　　午前９時30分〜正午
▶会　場　湖東3町商工会　五城目事務所
問  秋田働き方改革推進支援センター　　              

（80120・695・783）
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朝市ふれあい館で
五城目職人物産展

　町観光物産協会では、朝市ふれあい館で
五城目職人物産展を開催します。
　町の職人が作り上げた家具や木製品、お
菓子などを展示販売しますので、ぜひご覧
ください。▲

日　時　２月15日㈯　午前９時〜正午▲

会　場　五城目朝市ふれあい館▲

入場料　無料
問  町商工振興課（☎852・5222）

旧優生保護法による優生手術を受けた方へ
一時金をお支払いします

▲

一時支給金の対象者
　現在生存されている方で、❶ ❷のいず
れかに該当する方
❶�昭和23年９月11日から平成８年９月
25日までの間に、旧優生保護法に基づ
き優生手術（強制不妊手術）を受けた方

❷�❶と同じ期間に、生殖を不能にする手
術または放射線の照射を受けた方（母
体保護や病気の治療を目的とする手術
は除く）▲
一時金の金額
　一時金として、320万円（一律）が国
から支払われます。（記録がない場合で
も、本人の話を踏まえ認定審査会の審査
を経て、厚生労働大臣が認定）
※�請求期限は、平成31年４月24日（法律
の施行日）から５年以内です。

問  秋田県旧優生保護法一時金受付・相談
窓口（県保健・疾病対策課内）
☎860・1431（専用電話）
66860・3821
hoken＠pref.akita.lg.jp

※�受付時間は午前８時30分〜午後５時15
分。土日祝日、年末年始は除きます。

猿田　和男さん
平成22年町功労者の猿田和男

さん（中川原・79歳）が１月19
日に永眠されました。
猿田さんは、昭和59年から連

続４期16年間、町議会議員とし
て町政の審議に参画されました。
この間、決算特別委員長、産業常
任委員長、町議会副議長などを歴
任され、本町の自治の進展に尽く
されました。
また、昭和51年から平成17年

までの長きにわたり、五卓会（五
城目町卓球協会）の理事長を務め
られ、卓球教室の開催などにより、
競技人口の拡大や選手の指導育成
に努められ、本町のスポーツ振興
に多大な貢献をされました。
謹んで哀悼の意を表します。

小玉　正文さん
平成15年町功労者の小玉正文

さん（下高崎・87歳）が１月２
日に永眠されました。
小玉さんは、昭和25年から41

年間、教職にあり、この間、富津
内西小、馬場目小、五城目小で教
諭、杉沢小で教頭を務め、児童・
生徒の育成に尽くされました。
また、在職中から地域の青年合

唱団を10年間にわたり指導され、
全国大会入賞に導いたほか、昭和
54年にママさんコーラス（現コー
ルもりやま）を、同57年には五
城目室内合奏団を結成され、指導
者としての育成に努められるな
ど、本町の芸術文化の普及振興に
尽くされました。
謹んで哀悼の意を表します。

冬道はスピードを控えめに 車間距離は十分に

１月6日、町交通安全協会と町交通
指導隊により、交通安全祈願を行
いました。

交通事故相談窓口をご存知ですか？
相談は無料です‼
　交通事故は誰にとっても突然で、どう
したらよいのか戸惑います。
　県生活センターでは、被害者や加害者
が抱えるさまざまな問題に、専門相談員
や顧問弁護士が中立公平な立場で、解決
に向けてアドバイスをしています。どな
たでもお気軽にご相談ください。
※ 交通事故に関する相談・お問い合わせ

は県生活センター（アトリオン７階）
　（☎836・7804または7805）

令和元年飲酒運転等追放競争結果21位 （全県25市町村） ※平成30年は24位
（平成31年１月〜令和元年12月までに、酒気帯び運転３件、飲酒運転による負傷事故１件が発生しました。）



 広体 	 広域五城目体育館
 広体ト 	 	広域五城目体育館
　　　　トレーニング室

 町民セ 	 	町民センター
 朝館 	 朝市ふれあい館
 ケアセ 	 ケアセンター五城目
 森山公 	 森山地区公民館

 馬川公 	 馬川地区公民館
 五一中 	 五城目第一中学校
 五小 	 五城目小学校

「だまこマンをさがせ！」の答え
・18㌻　「３月ごみ収集日程」

○内の数字は掲載ページです。
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日 月 火 水 木 金 土

1
▶第59回高松宮杯
東北高等学校選抜
レスリング大会
９：00〜 広体 
２日まで

2 3 4 5 6 7 8
▶消防団消防消舎
巡回点検
９：00〜 全町 

▶子育てサロン
10：00〜 ケアセ 
▶介護予防ひまわり会
13：30〜 五城館 

CM15：50
（秋田朝日放送）

▶おためしフィット
ネストレーニング教室
10：00〜 広体ト 
▶健康麻雀教室
13：30〜 広体 
▶同窓会講演会
13：40〜 五一中 

▶新入学児童保護者
説明会
15：00〜 五小 

▶住民ワークショップ③
18：00〜 町役場 
▶青壮年スポーツ教室
19：00〜 広体 

▶わらしべ塾
サッカー教室
10：00〜 馬川公 
卓球教室
18：00〜 広体 

9 10 11 12 13 14 15
▶町内対抗
ラージボール卓球大会
8：30〜 広体 

▶朝市健康相談
10：00〜 朝館 

建国記念の日 ▶おためしフィット
ネストレーニング教室
10：00〜 広体ト 
▶健康麻雀教室
13：30〜 広体 
▶いきいき男塾
13：30〜 森山公 

▶「膝らく教室」
フォローアップ1回目
10：00〜 五城館 
▶青壮年スポーツ教室
19：00〜 広体 

▶冬の朝市
「あったか鍋まつり」④
９：00〜 朝市通り 
▶ごじょうめ朝市plus＋
９：00〜 朝市通り 
▶五城目職人物産展⑯
９：00〜 朝館 

16 17 18 19 20 21 22
▶五城目おはなし会
11：00〜 朝館 

▶朝市健康相談
10：00〜 朝館 
▶第３回PTA授業参観
13：35〜 五一中 

▶子育てサロン
10：00〜 ケアセ 
▶介護予防ひまわり会
13：30〜 五城館 

▶ 食育の日　
▶おためしフィット
ネストレーニング教室
10：00〜 広体ト 
▶Ｊアラート全国一斉
情報伝達訓練⑰
11：00〜 全町 　　
▶健康麻雀教室
13：30〜 広体 
▶PTA授業参観
13：55〜 五小 

▶町議会議員一般選挙
立候補予定者説明会⑦
14：00〜 役場正庁 
▶人権困りごと
なんでも相談室⑰
15：00〜 朝館 

▶青壮年スポーツ教室
19：00〜 広体 

▶わらしべ塾
折り紙
10：00〜 町民セ 
ミニテニス
18：00〜 広体 

23 24 25 26 27 28 29
天皇誕生日 振替休日

CM10：25
（秋田朝日放送）

▶�子育てサロン
10：00〜 ケアセ 
▶いきいき男塾
13：30〜 森山公 

▶おためしフィット
ネストレーニング教室
10：00〜 広体ト 　
▶健康麻雀教室
13：30〜 広体 

▶脳はつらつ教室
10：00〜 朝館 
▶朝市健康相談
10：00〜 朝館 

▶青壮年スポーツ教室
19：00〜 広体 

▶わらしべ塾
ぷち・クッキング
9：30〜 馬川公 

だまこマンをさがせ！
町の美味しいヒーロー・だまこマン

が今月号のどこかに登場しています。
皆さんは見つけられま

したか？
※ 答えはこのページの右下
を参照

今月の町税
国民健康保険税８期納期限

は３月２日㈪です。納期内納
付にご協力をお願いします。

お問い合わせ
町税務課（☎852・5144）

令和元年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　鈴木　菜々さん）

これからの　未来のために　リサイクル

可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内
新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2020年 ３月ごみ収集日程表

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ケ野・希望ケ丘・馬川地区・森山地区
下樋口・石崎・西野・谷地中・曙町

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１組〜７組）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目	
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町	
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他
空きビン類

金属類他
空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区
馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類	 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

4日・18日（水）　（全町）

12日・15日・19日
12日・16日・19日
23日・26日・30日

13日・16日・10日
13日・17日・24日
27日・31日

14日・17日・11日
14日・18日・21日
25日・28日

14日（土）
28日（土）

9日（月）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

27日（金）

18KOHO GOJOME No.1027 2020.2.1

◆�
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼�
３
月
20
日
㈮
春
分
の
日
は
、可
燃
ご
み
の
収

集
を
休
み
ま
す
。

◆�

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼�

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　
☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※�

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
住
民
生
活
課（
☎
８
５
２・５
１
１
２
）ま
で

一般社団法人ドチャベン
ジャーズでは、「五城目ファン
ミーティング」を開催します。
ファンミーティングは、五

城目町出身の方、町に興味が
ある方、移住や起業に興味の

ある方を対象とした交流会です。
10回目となる今回は、五城目のものづくりのこれか

らを考えるという内容で行います。
首都圏にお子さんやお友達がいる方はぜひイベント

をご紹介ください。
▶開催日　２月７日㈮　午後７時～午後９時
▶会　場　�風土はfoodから　東京都千代田区神田錦町

3丁目15番地（錦町ブンカイサン内）�
▶対　象　�首都圏在住の町出身者の方やそのご友人、

町の取り組みに興味を持つ方�
▶会　費　�2,000円（軽食つき）
▶定　員　30人程度
※�申し込みは、https://gojomehub.jpまでお願いし
ます。

お問い合わせ　一般社団法人ドチャベンジャーズ（☎853・5155）



『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。
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令
和
2年
2月
1日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.1027　編

集・発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐1792　秋

田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342　6
018（

852）3151　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

※�「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

毎
年
２
月
の
楽
し
み
は
、
冬

の
朝
市
「
あ
っ
た
か
鍋
ま
つ
り
」

で
す
。
雪
が
降
り
、
寒
い
中
で

食
べ
る
鍋
料
理
は
身
も
心
も

ぽ
っ
か
ぽ
か
に
温
め
て
く
れ
ま

す
。♣
今
年
は
15
日
㈯
に
開
催
。

当
日
は
イ
ベ
ン
ト
の
取
材
を
し

な
が
ら
も
、
鍋
の
全
種
類
制
覇

を
目
指
し
ま
す
。（
藤
田
倫
治
）

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
県

内
の
小
正
月
行
事
。
今
年
は
雪

不
足
で
中
止
や
縮
小
し
て
開
催

す
る
行
事
も
あ
る
と
か
。
♠
雪

か
き
や
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
し

な
く
て
い
い
楽
な
冬
で
す
が
、

降
る
も
の
が
降
ら
な
い
と
水
不

足
も
心
配
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
帳
尻
を
合
わ
せ
て
く
る
の

で
し
ょ
う
か
。（
柏
　

和
順
）

⃞　⃞　⃞　⃞さん	 86歳	 12月 3日	畑　　町
⃞　⃞　⃞⃞⃞さん	 88歳	 12月 5日	矢　場　崎
⃞⃞⃞　⃞　⃞さん	 59歳	 12月 5日	岡本二区
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 92歳	 12月10日	上　田　町
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 84歳	 12月12日	古　川　町
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 87歳	 12月14日	新　畑　町
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 83歳	 12月15日	久　　保
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 86歳	 12月19日	新　里　町
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 92歳	 12月21日	野　　田
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 85歳	 12月22日	広　青　苑
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 94歳	 12月23日	一　番　町
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 94歳	 12月23日	雀　　舘
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 83歳	 12月23日	下　山　内
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 84歳	 12月24日	西磯ノ目
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 71歳	 12月27日	上　山　内
⃞　⃞　⃞　⃞さん	 72歳	 12月31日	湯ノ又４区

町の人口と世帯（令和元年12月末現在）
前月比 昨年比 12月中の

人　口 9,034人 （－22）（－261） 転入者数
（男） 4,232人 （－ 4）（－ 99） 8人
（女） 4,802人 （－18）（－162） 転出者数
世　帯 3,987世帯 （－ 8）（－ 44） 11人

□　□　□○□ちゃん� 12月 5日� □　□・□　□� 富　　田

はじめまして

□□　□□　です
よろしくネ！

「会える日をずっと待ってたよ。
楽しく過ごしていこうね♥」

パパ・ママから


